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　This essay focuses on fashion design for agriculture development in Japan.  Specially, I talk about a case 
study of the Fashion Show ‘Agriculture Style Collection 2013 in Nagato-Yuya with Aizu-Wakamatsu’.  This 
project was motivated by our First Lady, Ms Akie ABE, who has been working in agriculture since 2001.  I 
have already researched and created rural fashion incited from the daily wear of farmers.  
　In this paper my co-researchers and I discussed about the planning of new developed Mompe pants, called 
Mompekko,  and Haolina whieh is a shirt like the upper half of Samue（Japanese working wear）, and newly 
developed hats and Saruppakama pants originating from Aizu-Wakamatsu-city.
　In this theme, we collaborated with traditional textiles, specializing in both striped clothes of Yamaguchi 
Prefecture（Yanai-jima）and Aizu-Wakamatsu-city（Aizu-momen）. Additionally, I use the Kuga-tijimi, which 
Kuga people had asked me to develop into a proper design with them.
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はじめに
本研究は 3 年前に安倍昭恵夫人が下関で米作りを始

められ、農作業をするときに若い女性がオシャレに着
られる服がないという理由で、筆者に共同研究開発を
しないかと発案されたことに始まる。

昭恵夫人とは 2005 年秋に開催された「モーリの色
彩空間 － 九美神 －」に参加するに辺り、女神の１人
になって頂くように依頼したことから関係がはじまっ
た。その後、山口市で開催したファッションショーや
アートプロジェクトに審査員などとして参加を得た。
その過程で親交が深まり、2006 年に共同研究として
ファーストレディの宮中晩餐会用イブニングドレスを
研究室でデザインし、制作することが実現した。

宮中晩餐会という華やかで機能性よりも美しさが優
先されるドレスとは反対に、農作業着は機能的である
ことがまず優先され、同時に美しさが求められる。ま
たコンセプトには時代性が盛り込まれる必要がある。

日本では農業に関心を持つ若い女性を農ギャルや野
良ガールと呼ぶようになってきた。2009 年に渋谷ギャ
ルが作るギャル米が話題となった。若者ファッション
に影響力を持っている渋谷ギャルが農業を始め、その
服装にも注目が集まった。全国的にも少しずつ農業に
若い女性が興味を持ち、都会から地域に移り住んで活
動している姿がメディアでも紹介されている。

また、ヤンマーが佐藤卓の総合プロデュースで、農
機具の開発と同時に農作業着を 2014 年に発売を開始
するために、2013 年 7 月 25 日にアグリウエア専用の
服が発表された。デザイナーは元イッセイ・ミヤケで
パリ・コレクションのレディスのデザイナーであった
滝沢直己である。ヤンマーのイメージを刷新するよう
な近未来的なデザインである（注１）。

我々の目指す農業スタイルは、一次産業としての農
業から工業そしてサービス業が掛け合わされた 6 次産
業までを視野に入れたものである。また、方法として
地域の人からインタビューし、求められるデザインを
追求することである。

発案から 2 年間は具体的な計画は進まず、ミーティ
ングに終始していたが、本年の春になってようやく
アイデア出しやコンセプトを詰めるミーティングが
実現された。そして、2013 年 10 月 13 日に安倍晋三
内閣総理大臣の故郷である長門市油谷でファッション
ショーを実施することになった。

本論では、そのプロセスと開発した農作業着を紹介
し、それらのコンセプトやリサーチ、デザインプロセ
スや制作などについて記し、検証しようとするもので

ある。
ここでの最後に、ファッションショーのプログラム

にメッセージとして掲載された共同研究者である安倍
昭恵夫人の言葉を引用する。
「下関市安岡で米作りを始めて３年になります。土

に触れ、季節の移り変わりとともに稲の成長を見届け
ることを楽しく思っておりますが、都会の若い人達に
も田植えや稲刈りに声をかけると、多くの人が遠路は
るばる手伝いに来てくれるので驚きます。

最近では農ガールや野ギャルといった言葉も聞かれ
ますし、農業に関心のある若者は想像以上に多いのか
もしれません。企業でも社内のコミュニケーションや
リフレッシュの機会として農業を活用しており、農業
を見直す機運が高まっているように感じております。

このような気運の中、若者達に農業をより身近に感
じてもらうためにも、『ファッション』は欠かせない
要素だと考えています。農作業に必要な動きやすさを
兼ね備えたオシャレな農作業着が広まれば、日常生活
にも取り入れられ、農作業が特別なものではなく、ラ
イフスタイルの一部となるかもしれません。

本日のファッションショーを通じて、魅力的な農作
業着が広まり、一人でも多くの方に農業を楽しんで頂
くことが出来れば嬉しく思います。ぜひ最後までお楽
しみください。　安倍昭恵　（写真 1・2）」

写真 1　安倍昭恵夫人
　　　　絣ジャンプスーツ農作業姿
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写真 2　安倍昭恵夫人　トラクターでの作業姿

以上にあるように、この共同研究プロジェクトは
ファッションを通して若者に農業への興味をもっても
らうきっかけを作ろうとするものである。同時に、伝
統的な農作業に学びながらも、現代の若者の感覚、ひ
いては実際に農業をしている人々にも支持されるよう
な服を開発することが目的である。

なお、今回テーマとしたのは、地域資源である伝統
染織にも光を当て、ファッションショーのストーリー
としてデザインに織り込むことも目指した。

実際、3.11 と呼ばれる東日本大震災が起きて以来、
日本人の間で家族や地域コミュニティとの絆が見直さ
れてきている。さらに、農業への関心も高まっている。
特に福島県の農業は大きな打撃を受けたため、今回の
プロジェクトで福島の農業への何らかの振興に役立て
られるコンセプトを作れないかという議論になった。

そこで、3.11 以来、福島の方々を応援するために、
会津若松市に何度も通っている昭恵夫人の発案で、会
津若松市の農業者との交流をも目的とした。

福島の服飾文化を調べてみると会津若松市にはかつ
て農作業着として着られていた会津木綿の伝統がある
ことを知った。筆者は山口における柳井縞の振興を
10 年ほど手がけて来ている。そこで、縞織物を通じ
て福島と山口の交流を作品で表現するコンセプトを決
めた。

以下ではまず、どのように今回の作品を開発する企
画を立てたかについて、検証する。

１．共同企画とプロセス
　2013 年 4 月に昭恵夫人とのコンセプト・ミーティ
ングを終えた。はじめに述べたように、ここでは農作
業着で若い女性にファッションに興味をもってもらお

うという趣旨、長門市で実施すること、さらに会津若
松市とのものや人との交流を行おうということが決
まった。
　そこで、6 月下旬に筆者が昭恵夫人とともに理解者
を得るために会津若松市を訪問することになった。会
津木綿について調査すると、一般にモンペと呼ばれて
いるもの以外に、サルッパカマというこの地域独自の
農作業着のスタイルがあることがわかり、現地にて調
査することとした。

会津民俗館（会津若松市猪苗代湖）に、現物が収集
されているために予約をとり訪問した。そこでわかっ
たのは、サルッパカマは会津若松市の市東に位置する
苗代湖周辺では、サッパカマと呼ばれていた。

モンペとは異なり、足首から膝までは足にフィット
しており、膝下から腰に向けてゆったりとしており、
前と後のウェスト部に付けられた紐で、前は前、後は
後同士で結ぶ形態である。山仕事や野良仕事では膝下
がだぶだぶしていると邪魔であり、また危険でもある。
それ故に、サルッパカマの形態が作業着として好んで
用いられた。

縞織については、会津若松の地域プロデュースをし
ている本田勝之助の案内で、会津木綿の製造工場、山
田織元を訪問した。現在は会津木綿の織元は２軒のみ
となっている。インタビューで昔の縞織帳を用いて説
明を受けた。会津若松市は猪苗代湖のような会津東、
そして会津北、会津中央、会津南と大きくは 4 つの地
域に分かれており、木綿の縞柄が地域で異なっていた。

皆が同じ縞織を着るというように、地域のユニ
フォームになっていたことは驚きである。また、よそ
者が入って来たときにすぐにわかるように、地域を守
るための服でもあった。

東山温泉芦名旅館の女将の証言によると、モンペは
基本的におしゃれ着として着られていた。一方で、農
作業や山仕事にはサルッパカマが着られていた。それ
故に、農家のお嫁さんがモンペばかりはいていると言
われたら、あまり農作業をしないよくないお嫁さんと
いうことだったようだ。

以前の会津木綿の色は作業着用であることもあり、
藍色とやや黄土色の地味な色の組み合わせである。そ
ればかりか、現存する昭和 30 年代のサルッパカマを
調査すると、そのほとんどがボロとも言えるもので、
穴があいたら継ぎ接ぎするということが繰り返されて
いる。そこに継剥ぐ感性によって、美しいパッチワー
クのサルッパカマ（写真 3）が出来上がっている。福
島では、指先に乗るくらいの布は捨ててはいけないと
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いう教えがあるそうだ。

写真 3　昭和 30 年代のサルッパカマ

写真 4　会津木綿　山田織元工場内

着古されたサルッパカマには着た人の人生が縫い込
まれ、しみついている。衣服と人間の絆がそこに生ま
れている。ファストファッションという超消費時代の
現代に、破れる度に布を重ねて縫い、また破れたら縫
うという東北の人々の生活スタイルから、現代人への
多くのメッセージを受けとることができる。

農作業着の開発の真髄に、愛着を感じて長く使い続
けられるような服作りが課題としてある。

現在の会津木綿はむしろ着物などおしゃれ着用とし
て使われているので、非常にカラフルになり若者にも
人気の色合いが多く織られている。とはいえ、農作業
着用にも人気で注文が入るという。

大正末期から昭和初期に作られたとされる豊田式織
機（写真 4）で織られているので、部品がなくなると
1 台ずつ使われなくなるという現状である。山田織元
では、3.11 以来復興に協力しようという動きがあり、
注文が多くあること、さらに 2013 年は NHK の大河

ドラマ「八重の桜」で会津若松出身の気丈夫な女性、
山本八重が取り上げられ全国的に注目されたことで、
品薄状態という嬉しい話であった。

若き日の八重やその周辺に登場する人物の衣裳とし
て会津木綿の着物が着用されたために、注文が増えた。
また地域の若者たちが、会津木綿を使って服飾品や小
物などの商品開発をして、会津木綿の新しい局面を切
り開いていることも功を奏している。

こうした調査の結果、研究室の企画会議でサルッパ
カマをパンツスタイルの参考に取り上げることになっ
た。従来から袴パンツのデザインに取り組んでいる武
永佳奈がサルッパカマをテーマにした作品を担当する
ことにした。

一方、山口の地域資源を活かした農業スタイルをデ
ザインするために、プロジェクトを作った。まず、糸
から創作するものである。復活して 10 周年の記念行
事以来、筆者が振興に関わっている柳井縞の会に共同
研究への参加を呼びかけた。石田忠男会長が参加する
ことになった。

柳井縞は岩国藩の指導があり質の高い綿の縞織とし
て江戸時代に栄え、生活スタイルの変化や機械織りな
どの導入で、大正時代に消滅してしまった。今年がちょ
うど復活して 20 周年の年になる。手織りから機械織
りになり消滅したという苦い歴史もあり、現在は手染、
手織を柳井縞の特徴にしている。

現在では手染で手織ということは、疑いなく非常に
高価になる。かつては柳井縞も農作業着などに用いら
れていたものだが、現在は木綿のおしゃれ着用に織ら
れている。それ故に、作業着そのものを作ることは、
後の商品開発提案を考えると非常にむつかし選択とな
る。

そこで、柳井縞を用いる作品は、作業着ではなく、
6 次産業用あるいは農作業着から発展した日常のお
しゃれ着用を目指すことにした。デザインのコンセプ
トで、柳井縞の柄や素材にオリジナリティを出すこと、
さらに発表する場所の長門市の歴史や文化とのストー
リーの摺合せも必要である。

そこでこの作品の素材には、長門市を代表する詩人
金子みすゞの肖像写真を参考に、独特な縞織を織るこ
とから始めることにした。柳井縞の会会長、石田忠男
に、柄の他に糸にも個性を出すために和紙糸を織り込
むことを提案した。

その結果、後に示す和紙糸柳井縞が織られた。さら
に、衣服のアイテムとしては、実際の農作業着ではな
く、作務衣風の形態で、おしゃれ着として着られるよ
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うな上下アンサンブルをデザインすることにした。
さらに、2013 年後期から受託研究を受けている玖

珂縮の作務衣風アンサンブルを企画した。以上の 2 作
品の上着にはハオリーナという名前を付けた。下衣は
モンペ風だが、モンペッコという名前を付けた。詳し
くは次章で述べる。

２．モンペの変遷と現代
筆者は 2005 年頃から「ルーラルファッション」と

いう概念を考えた。なぜなら、山口から服飾文化の創
造と発信を現実的に意味あるものにするためには、い
わゆる都市文化であるファッションの後塵を拝するよ
りも、生活に密着したオルタナティブな服飾デザイン
を追求することの方法が大切ではないかという考えか
らである。

また、山口に長年暮らし都市に自然が食い込んでい
る、あるいは別の言い方をすると調和している環境が
魅力的に感じられたからである。市街地を流れる一
の坂川には毎年 6 月初めには蛍が舞うのが風物詩とも
なっている。

そこで、まず実際に農業従事者とのコラボレーショ
ンを考え、仁保地区の農家の方々に協力を得た。地域
のキーパーソンに呼びかけを依頼し、10 名程度の女
性と数名の男性にインタビューをした。

そこで、30 代から 80 代のどの年代の女性に聞いて
もモンペは便利で履き心地がいいというコメントが
返ってきた。その時の女性たちの顔の表情は、心底モ
ンペが気に入っているという情熱的な表情であったこ
とが印象的である。

人々が現在も好んで農作業着やその延長にある生活
の場で着られるようになったか、またモンペの着用の
意味の変遷などについて、聞蔵Ⅱビジュアル東京朝日
新聞の記事から概観する。モンペに関する記述は、記
事によりひらがなとカタカナが混在しており、以下で
は記事から参照している文章は、記事の表記に従い、
一般的に記す場合にはカタカナで統一することにす
る。

ここでは 1911 年からその用語が登場している。秋
田美人の姿としてモッペ（袴と股引きを合わせたもの
で男女がはき、デタチとも呼ばれる）（注2）をはいている
ことが紹介されている。また、1928 年にはもんぺは
男女ともがはいていること、一度これを用いたら冷え
性の女性には家庭生活で必需品になること、夏は涼し
く汗が出ても肌に布がへばりつかないなどもんぺの効
用が記されている（注3）。

1929 年の東京朝日新聞には山形県の話題で、「もん
ぺい姿愛らしい少學児童（注4）」という見出しがある。

地域で呼び名が異なっている。
1937 年 7 月に中国で起きた通州事件をきっかけに

日本女性の着物は非活動的なために、命を守る衣服と
して相応しくないという理由で、工夫が必要だという
ことになった。そこで、改めて東北地方で使われてい
た野良着に注目が集まった。東京朝日新聞には野良着
として作られていたもんぺのパターンと縫い方が掲載
され日々の服装として普及させようとしている（注５） 。

写真 5　大陸へ！もんぺの花嫁 20 組の記事

当時は型を学び自分にあった形に直して作ってい
た。さらに、空襲時に着物は上記と同じ理由で、改良
服が提案されたり、おしゃれな素材が使用されるなど
して人々の生活に浸透し、急速に全国に広まっていっ
た。

1937 年には、結婚式には大振り袖の着用など非常
に華美に向かう方向と節約に向かっていくモンペ姿
の婚礼衣装についての記事もみられる（注6）。1938 年の
アサヒグラフには、見出しに「大陸へ！もんぺの花嫁
20 組」とあり、写真が掲載されている（注7）（写真５）。
戦争に近づいていく中で、もんぺは非常服であるとと
もに、以上のように晴れの服装にも用いられたことが
わかる。

民俗学者の今和次郎（早稲田大学教授）は 1940 年
にパンツ式もんぺを婦人の家庭用の衣服に推奨して、
パンツ式のもんぺを型紙を添えて紹介している。ここ
でもんぺは mompe と書かれるとも記している（注8）。

ファッション雑誌の草分けであり現在まで続いてい
る「装苑」は、洋装の普及のために 1936 年に創刊さ
れ、1941 年には休刊を余儀なくされた。休刊間際には、
日本の美術や文化から発案したスタイルから洋装の合
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理化が解かれた。今和次郎は創刊以来、西洋服飾史を
シリーズで解説し、「装苑」を通じて、戦時中に袴ス
タイルのモンペから洋装化した合理的なモンペ普及に
力を入れていたことが理解される。

1941 年の装苑にはファッション雑誌に「モンペの
はなし（注9）」が掲載され、モンペを美しく装う方法が
解説されている。さらに、秋田の女学生が勇敢にもセー
ラー服とモンペばき姿で登校したことが珍しい様子で
語られている。さらに、物資不足の折柄、１反で２足
とれることは、袴やスカート等には及びがつかないと
言っている。

つまり、従来の袴式のもんぺからパンツスタイルの
モンペが、合理的であり経済的であるという理由で移
行したことが理解される。

第２次世界大戦後もしばしばもんぺは記事になって
いる。反戦活動ともんぺが繋がっていた時代を経て、
戦後生まれの世代は思想的、歴史的な文脈とは関係な
しに、純粋に便利だとか、快適だという理由で農作業
着用に使われて来た。さらに、新興のブランドでは絣
から日常着向きの生地に変えて、生活着として提供し
ていて定着した人気があり、現在では海外にも輸出さ
れている。

農業への関心が昨今若者の間に少しずつ広がってき
た今、農作業着としてのモンペに改めて注目すること
には意義があると言える。

３．モンペッコの創作　
袴スタイルに比べて、一般のモンペの利点は、前章

の記事にもあったように、着物地１反で２着作ること
が可能であることである。現代人は身長が高くなり、
１反 12 ～ 13 メートルでは少し短いモンペしかできな
いが、いずれにしても単純で直線断ちに近い形態に特
徴がある。膝から腰にかけての部分がゆったりしてい
るので、夏場の暑い時期に生地が体につかないし、動
きやすい。絣や綿の織物は夏場に涼しく、冬場には暖
かいというという利点がある。

かつて、会津木綿や柳井縞さらに玖珂縮も、地域の
人々の生活着であり、また農作業着に使われていたも
のだ。現在では、着物用の高級品になっているが、改
めて地域資源の伝統である織物と人間の歴史に想いを
巡らせることになった。

農業スタイルコレクションを実施するというキック
オフミーティングを５月 20 日に安倍昭恵夫人を交え
て実施し、それが広域に報道された。その結果、日本
農業新聞から誰でもが作れるモンペを考案して記事に

してほしいという要望があった。
そこで、いったい現代にあらためてモンペとはなに

かを考えた。つまり、パンツスタイルが一般化してい
る現代において、あらゆるパンツがある。そこで、モ
ンペの定義を考える。現代では基本的には農作業着用
として市販されており、素材は絣生地が多くみられる。
そして形態は膝辺りからウェストまでゆったりとして
おり、足首とウェストがゴムで縮められている。

以上のように形態と素材の観点と用途からモンペを
定義するしかないように感じられる。もちろん、メー
カーによっては、腰部に切り替えの布でヨークと呼ば
れる部分があるかないかの違いはある。しかし、それ
はモンペの形態に関する定義にはならない。ブルー
ジーンズの場合には、確かな定義があるが、モンペに
はない。

それ故に、筆者がモンペをデザインするとしても、
まず名前が必要になる。それが新しいデザインの定義
にもなるのだ。そこで、全国で用いられてきたモンペ
の名称を調べたところ、宮城県にハカマッコという名
称があった。プロトタイプを作るときの生地に、フィ
ンランドのマリメッコに特徴のあるウニッコ柄を使っ
たこともあり、それらを合成してモンペッコという名
称を付けて、発表することにした。3 年生のゼミ生、
中村正代と中濱結香がスタッフとなり、モンペッコの
パターンを制作した。

日本農業新聞に掲載したパターン（注10）を基本に、山
口発のデニムファッションブランドである匠山泊と山
口県立大学発ベンチャー企業、有限会社ナルナセバと
の共同プロジェクトで、少量の商品化を実現させた。

昭恵夫人は 3 年前に農業を始めた時に、友人から絣
地のオーバーオールの農作業着をプレゼントされ、そ
れを現在も着用している。こうして、今回は昭恵夫人

写真 6　モンペッコプロトタイプ　マリメッコ生地
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に新しいモンペスタイル、モンペッコを提案すること
になった。最初のモンペッコには新しい感覚を出すた
めに、前述したようにフィンランドのテキスタイルと
ファッションブランドであるマリメッコのウニッコ柄
を用いて、若者に関心をもってもらえるように工夫し
た（写真 6）。

デザイン上では、まず、股上を直線にした。昨今の
モンペはパンツ同様に曲線になっている。誰にでも作
れるということから出発したが、結果は前後のわずか
のだぶつきが、着用したときに個性を出すようになっ
ている。次にはウェストのゴムと足首のゴムを２段に
してスタイリッシュにした。さらに、脇はステッチを
入れて脇をきりっとさせた（写真７）。　

出来上がったプロトタイプを、昭恵夫人に試着を依
頼し、油谷でのファッションショーのためのハンティ

ングの日に集まった人々にお披露目したところ、非常
に好評であったので、次に進める価値があると判断し
た。

ショーで発表する柳井縞とのコラボレーション作品
のために、生地の制作を柳井縞の会の石田忠男会長が、
モンペッコの製造を匠山泊の岡部泰民代表が担当する
ことになった。後に受託研究の申し入れを受け、岩国
西商工会玖珂支所が支援している玖珂縮を復興する玖
珂縮の会も参加することになった。

高級な手染、手織りだけでなく、気軽に着られるモ
ンペッコを開発するために、比較的安価でストーリー
性がある綿素材を用いたグローバル・モンペッコのプ
ロジェクトも立ち上げた。同じパターンのモンペッコ
という器に、山口との縁のある世界の生地を乗せてデ
ザインするものだ。

まずは、周防大島と移民で関係のあるハワイのアロ
ハシャツ用生地、萩と高嶋北海の関係からフランスの
生地 2 種類、東日本大震災いわゆる 3.11 をきっかけ
に東京から山口に移住してきたガーナ人に因んで西部
中央アフリカのワックス染織の生地、学術交流提携を
しているラップランド大学や研究室の卒業生がファッ
ションデザイナーとして活躍しているフィンランドの
マリメッコの生地、匠山泊の岡部代表が提案したモー
ドとして迷彩柄、そして今回の交流先である会津若松
市の会津木綿をそれぞれ使ったモンペッコを発表し
た。男女共通のデザインとパターンで製造した。

写真 7　日本農業新聞掲載のモンペッコパターン 写真 8　グローバルモンペッコ　ガーナ
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ショーでは上着の T シャツには文字をプリントし
て、最後に並んだ時に、AGRICULTURE　PEACE
となり、最後に YUYA と文字ができるように計画を
した。このアイデアはメッセージ性を優先させたので、
特に上着そのものにユニークなものをつかうわけでは
なかった（写真 8・9・10・11・12）。

第 2 部では研究室のスタッフと筆者がデザインした
作品を発表した。4 章以下で、大学院生の作品と筆者
の作品を紹介して、作品の検証をしたいと考える。

４．ファッションショーの企画
具体的なデザインに入る前に、ファッションショー

自体の企画について触れたい。
どこでファッションショーをするべきかという議論

で、筆者は当初、下関を考えていたが、昭恵夫人の意
見を取り入れて長門市油谷で実施することにした。油
谷には日本海に面する美しい棚田があり、ここは棚田
百選にも選ばれるほどの風光明媚な場所である。

しかし、この棚田を背景にしてファッションショー
を実施することは不可能である。屋内の候補としては、
近くの廃校になった小学校があるが、行ってみると空
間が狭く今回の内容にはふさわしくなかった。そこで、
いわゆるホールだが広さや駐車場などを考えるとラ
ポールゆやがいいのではないかという結論になり、場
所が決定された。

偶然、このホールは前面の階段を取り払うと平場が
できて、キャットウォークが作れる施設であった。設
備なども確認して場所の予約はできた。

今度は資金に関する努力が必要である。そこで、山
口県立大学江里健輔学長に大西倉雄長門市長を紹介し
て頂き、共催の道を探った。長門市がそこで快く共催
を引き受けたおかげで、場所代などが無料となった。
また、広報宣伝などの手伝いを受けられることになり、

写真 9　グローバルモンペッコ　モード

写真 10　グローバルモンペッコ
ハワイ

写真 11　グローバル・モンペッコ
会津木綿

写真 12　モンペッコとメッセージ T シャツ
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好調に滑り出すことができた。
棚田の研修に関しては 6 月 29 日に昭恵夫人一行と

企画デザイン研究室一行が、油谷でのハンティングを
行った。油谷の NPO 法人油谷景観保存会の村岡富士
夫会長と棚田百選に選ばれた棚田がある東後畑営農組
合の三村健治代表に案内を受け、地域と棚田そしてそ
こでの農業がどのような関わりになっているかを調査
した（写真 13）。

写真 13　油谷の棚田風景（2013 年５月下旬）

長門市は東後畑営農組合に依頼して、無農薬米を育
てはじめた。当日に、作り始めたばかりのこの米を紹
介するために、おにぎりを作る依頼をし、交流会で出
す計画をたてる。三村は非常に乗り気で、実現した。
また、ロビー展示と即売をするために、ゼミ生の岡田
祥実がパッケージをデザインした。

会津若松市との交流に関しては、会津若松市で現地
受入のアクセンチュアで会議をした後、個人的な交流
会があった。そこに、室井照平会津若松市長が参加し
ており、気軽な気持ちで、ファッションショーに参加
する誘いをしたところ、快諾いただいた。

その後、市長のスケジュール、昭恵夫人のスケジュー
ルさらにホールのスケジュールなどの調整をして、10
月 13 日に決定をした。

結果として、昭恵夫人を代表顧問として、山口県立
大学学長、長門市長が農業スタイルコレクションの実
行委員会の顧問になり、ゲストとして会津若松市長が
来山することになった。

ショーの音響照明は普段、ホールの運営管理をして
いるラポールゆやのスタッフが担当し、振り付けはリ
ル・レイ・ダンススタジオの REIKO が担当した。ヘ
アーメイクは、昭恵夫人の友人であるメークアップ
アーティストの TAKAKO が東京から駆けつけて来

たこと、またその友人が小倉からスタッフを連れて来
たことが功を奏して、無事にモデルたちが美しくドレ
スアップをすることができた。

もちろん、企画運営に企画デザイン研究室の学部学
生が参加しており、彼女たちの努力なしには実施は不
可能であった。演出は筆者の助手として石川智香子が
担当した。

企画の最後に、思ってもみないい展開があったこと
を記しておきたい。ショーの前日に会津若松市長の一
行との交流会をした。そこで自分たちもせっかく山口
まで来たのでショーに出演しようと思うけどどうかと
いう申し出があった。

ショーに出るといっても着る服がないといけない。
当日はロビーで会津若松の物品、長門市の棚田米、

そして柳井縞の小物や織物などが展示販売された。そ
こで、モンペッコも一部販売するために匠山泊と有限
会社ナルナセバの共同製造したものがあり、その中で
サイズがなんとかなるものを選ぶことにした。

ショーの当日に、市長やアクセンチュアの会津若松
支所長、芦名旅館の若女将に試着をしてもらい、なん
とか入る服があったことは幸いであった。ショーのプ
ロデューサおよび演出家は何が起きても対応すること
ができる臨機応変の柔軟さが求められるのだ。

これらはショーが開始される直前のことで、急遽、
長門市長にも声をかけてもらった。そこで大西市長が
自分も是非モンペ姿で出演するとの申し出があったの
で、ショーの最後に昭恵夫人を囲んで、長門市長とゲ
ストの会津若松市長一行が皆モンペッコで出演するこ
とになった。

その結果は、昭恵夫人が会津若松市長をエスコート
して舞台中央を歩く姿が、共同通信を通じて全国に配
信された。特に、福島の地元新聞に掲載され、友人か
らその記事が送られてきた。会津と長州という歴史的
な壁を少しでも平和に乗り越えられる手段としても少
しは貢献できたかもしれない。

最後に、無農薬の棚田米を販売した売り上げはわず
かであるが農業スタイルコレクション 2013 実行委員
会から全額、会津若松市の農業振興のために寄附した
ことを付け加えておく。

以下では、今回制作した水津初美の帽子（４章）、
武永佳奈のサルッパカマから着想を得た上下衣服（５
章）そして山口の地域資源を活かした筆者の作品（６
章）について紹介するとともに、商品開発としてコン
セプトの結果を検証する。
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５．シャレかわ Noubou（農帽）の開発 
従来の農作業服や帽子は色や柄、形、素材など地味

なものが多い。そこで、こんな帽子があれば農業して
みたいと言う若い女性が増え、楽しい気分で作業がで
きそうな機能性とファッション性をもったグローバ
ル・モンペッコに合う帽子のデザインを考えた。

帽子のアイデアを考えるために、農家やかつて農業
をしていた人にどのような作業着や帽子が用いられ、
今後にはどのようなものが期待されるかについてイン
タビューした。同時に、現在市販されているものを、
店舗やインターネット通販などで調査した。

山口県の北浦地域では、男性は手ぬぐいをはちまき
にし、女性は手ぬぐいをかぶり両端の一方を後ろで結
ぶスタイルで農作業をしていた。『衣の民俗叢書 労働
着 2 （注11）』に掲載されている写真の女性達もほとんど
が手ぬぐいをかぶっている。帽子はかぶっていなかっ
た。手ぬぐいのかぶり方は他にもあり姉さんかぶりと
言う。ちょっとおしゃれな料理屋などで働く仲居さん
達がかぶっているものと同じである。手ぬぐいは後ろ
で結び目を作らず挟むスタイルである。当時の人は、
かぶり方（巻き方）を少し変えておしゃれをしていた。 
現在、農作業をしている年配者は、手ぬぐいを利用し
簡単な方法で作業帽を手作りしている。

ホームセンターでは、麦藁帽子が多く、それに小花
の柄のプリントがしてある薄い木綿の布が付いてい
る。その布を付けることにより、より日差しよけや紫
外線防止の対策がされている。また、この布は農作業
着用としても女性が着用している。年齢は問わず、色
や柄、質、形など流行がなく、ほとんど変化がない状
態で作られているので、若い女性用としては少し地味
に感じられる。最近流行している小花柄のシャツを見
ると農作業着と間違える年配者もいた。価格は 1000
円以下のものが多く求めやすくなっていた。

インターネット通販には色や柄、形、機能性を備え
たものが販売されていた。形の種類は少ない。価格は
2000 円 ~3000 円くらいである。機能性を高めつつも、
布を着脱する手間がかかるものが多い。

そこで帽子デザインのために『農家の作業着 100 選裁
ち方集』の「搾乳用帽子」「かぶりものの工夫」の項（注12）

を参考にしてデザインをするとともに、家庭でも作りや
すいように考えた。

以上のリサーチの結果を参考に、季節に応じた生地
や柄、形を考慮し、現在の女性が農作業をするときに、
特に防止したい紫外線と虫対策の機能を備えることを
重視した若い女性用のオシャレでかわいい 4 種類の農

作業用の帽子を制作することにした。 
オシャレな帽子を映画の中の女優がかぶっていた帽

子からイメージした。つばの広いエレガントな帽子か
ら着想を得、 養蜂用の作業帽を参考にした。帽子本体
は通気性の良い木綿を使用し、養蜂用の作業帽の網の
部分をふんわりとしたレースにして農作業用帽子には
なかったオシャレ感を出すことにした。最初この部分
には、風通しと日焼け防止を考えて UV 加工のレース
のカーテンを使用したが、実際に手に取り見てみると
UV 加工により普通のレースのカーテンよりゴワゴワ
しておりイメージしていたものと違っていたことと、
レースの部分は日差しをカットしないのではないかと
聞き、他の素材を検討することにした。

織り目の細かいレースを使用することにより風を通
し、日差しを和らげることができる。裾を絞ることに
より小さな虫の侵入を防ぐことができる（写真 14） 。

写真 14　シャレかわ NouBou Ⅰ　農帽

帽子のつばの広い方を後ろにすることで首の後ろ周
りの日焼け防止になる。また、つばの広い方を前にし

写真 15　シャレかわ NouBou Ⅰ
　　　　お出かけ帽
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てレースの部分をくるくる巻き込めば、街にもかぶっ
ていける可愛い帽子に変わる。レースの部分はブライ
ダルのように見えないように格納した（写真 15）。

作り易さとかわいらしさを考えて、四角い生地を半
分に折り頭巾にし、日ざしよけ用につばをつけ、ひも
を調節して結ぶことにより何通りかのかぶり方ができ
る。裾に刺繍をあしらった肌触りの良い生地を選び、
軽めの農作業用として制作した。つばは、日差しや紫
外線から肌や目を守るために徳地手漉き和紙を使用し
レースでくるんだ。和紙は目に優しい光を通し、紫外
線をカットする特徴をもっている。（写真 16，17）

写真 16　シャレかわ NouBou Ⅱ
　　　　　軽作業農帽

写真 17　シャレかわ NouBou Ⅱ　
　　　　　紫外線防止仕様　農帽

昭和 40 年代に考案された頭巾型の農作業用帽子を
楽しく元気に農作業ができるようにマリメッコの生地
を使用し可愛く仕上げた。アクセントに黒のバイヤス
テープで パイピングした。虫や日差しを防げるよう

にリボンで締める。つばの部分の中に徳地手漉き和紙
を使用した（写真 18，19）。

写真 18　シャレかわ NouBou Ⅲ　前　

写真 19　シャレかわ NouBou Ⅲ　後

身近にある素材で簡単に作れる農作業用帽子の制作
に、肌触りがよく、濡れた手や汗がふけ、汚れたら何度
も洗濯ができるタオルを使用した。タオルをつなげ、ス
ナップで 2 箇所止めるだけで、日差しが強い時は、広め
のつばの麦藁帽をかぶる。作業内容によっては手ぬぐい
バージョンもあると良いと考える（写真 20，21）。

写真 20・21　シャレかわ NouBou Ⅳ　装着前と装着後
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これらの作品はグローバル・モンペッコの作品に
フィットさせてショーで発表した。

今後の課題は、実際に使用してもらった感想を聞き、
より機能的でオシャレでかわいい帽子を創作すること
だ。このようなスタイルから農業への関心を持つ若い
女性が増え、減り続けている農業の担い手が少しでも
増加すればと考える。

６．袴パンツ×サルッパカマ
筆者は山口市徳地地域に伝わる野良着を現代風にデ

ザインした袴パンツを 2010 年よりシリーズで制作し
てきた。そこで今回、会津若松市とのコラボレーショ
ンをするにあたり、会津若松の伝統的な野良着である
サルッパカマをリデザインし、上着も合わせより機能
的でオシャレな野良着を制作することを目指した。

会津若松のサルッパカマは農良作業用および農良山
作業用があり（注13）、用途により多少デザインは異なる
が１章でも述べたように山口のモンペと比べるとヒッ
プの周りにゆとりがあり、太ももが締まったデザイン
であることが特徴的である。

農業をする際、しゃがんだ姿勢をとることが多いた
め、ヒップのゆとりがあると非常に動きやすい。また
太ももが締まっていることで泥が入りにくく、冷気も
入らないので暖かいのである。

太ももあたりから前と後ろに分かれているパンツを
まず前から後ろに腰紐を回し結んだあと、後ろから
ウェストの前で結び着用する。

形以外の点においてもサルッパカマは特徴的で、そ
のパターンは前布、後ろ布、膝当て、四角マチ、股下
マチ、小マチ、ベルト通し、腰紐でその全てが四角形
と三角形の組み合わせのみで構成されている。その為、
直線縫いだけで制作でき、無駄布が非常に少ない（注14）

（写真 22）。 
上記のように形やパターンにおいて機能的なサルッ

パカマであるが、見た目には野暮ったさが残る。
横から見ると極端にヒップが飛び出て見え、不恰好

であるし、それとは逆にウェスト周りは生地が吊った
ような印象がある。

筆者が制作した袴パンツを検証すると、前後で結ぶ
腰紐での着脱は現代ではなじみが薄く不便であること
が課題であった。この同じ問題がサルッパカマにも伺
える。さらに、前に垂れた紐が作業時には邪魔になる
という問題もあった。

また、生活者の視点から求められる機能が何かを明
らかにするために、農家やガーデニングをする人々に
聞き取り調査を行った。その結果、草取りや作業で膝
をつくことが多く、膝当てに対する要望が多かった。

研究室での企画会議で膝を地面に当てて作業をして
も痛くない膝当てのお洒落なデザインを考案すること
も方針として定めた。

こうした問題点を解決することと、デザイン上でよ
りスタイリッシュなイメージを表現できるように、基
本のサルッパカマのパターンを改良し、全体をリデザ
インした（写真 23，24）。

サルッパカマをリデザインしたパンツ 2 点と山口で
使われていたタイプのモンペを着想源にした作品を 1
点制作した。それらのパンツに合わせた上着も３点制
作した。

素材には会津木綿を使用した。会津木綿は会津地方
の生活の中に根付いた織物である。400 年ほど前、領
主であった蒲生氏郷が産業復興のために綿花の栽培を
推奨し、木綿を織らせたことが始まりだと言われてい
る。サルッパカマの素材としても古くから用いられて
きた。

通気性や吸水性の良い夏向きの生地である。そのた
めに、冬用の作業着には、昭和 30 年代の事例では、
布が何重にも重ねられて作られていた（写真 3）。筆
者は、キルティングで裏打ちすることで、防寒対策を
施すデザインにした。

ウェスト部分はゴムにし、前にタックを寄せた。そ
のことで、後ろで出っ張る余分な生地が前へ流れ、過
剰に張り出した臀部の布のボリュームが軽減された。写真 22　基本のサルッパカマ
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タックの間にゴムを通すことでデザイン性がありなが
らスッキリとしたウェスト周りになった。

またこのゴムには作業中、軍手やスコップなどを挟
むことが出来、機能性にも一役買っている。

膝当ては元のデザインのままキルティング加工によ
りクッション性を高めたものと砂利の上などに膝を付
くことを想定し、よりクッション性を強化したものの
2 パターンを制作した。

強化した方の膝当ては必要のない際はクッションを
取り外せるようにポケット仕様にした。このポケット
には作業時に必要な小物を入れることも可能である 

（写真 25） 。
上着は腕を動かしやすい袖の切り替え方を意識して

制作した。山口県農林総合技術センターに所蔵されて
いた資料（注15）を参考に一番農家での使用時の評判が良
かった見頃と袖のつながったデザインを採用し、脇下
のみ別布で切り替えた。

キルティング加工に因み筆者は制作した作品のシ
リーズを Nora Quilting と命名した。Nora Quilting
はキルティング加工を施したことにより生地に立体感
が生まれ、今までのサルッパカマとは異なった風合い
に仕上がった。

写真 23　Nora Quilting 山口モンペタイプ

写真 24　Nora Quilting　サルッパカマタイプ

写真 25　Nora Quilting
　 　　　サルッパカマ膝当て強化タイプ
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このような素材感の変化を野良着以外の商品開発に
も展開させていきたいと考える。

サルッパカマや会津木綿のような地域資源を現代の
ニーズに合わせ検証し、リデザインした地域オリジナ
ルの機能的でオシャレな野良着を、昭恵夫人がモデル
となって農業スタイルコレクション 2013 で発表する
ことが出来た。

昭恵夫人は 3 年前から農作業をしているということ
もあり、モデルとして非常に生き生きと発表されてい
た。

作品が作業着でもありおしゃれ着でもあるというイ
メージがしっかりと立ち上がったようだ。こうしたも
のづくりを山口と会津若松のような地域間で連携しな
がら進めて行くことに強い可能性を感じた。

７．AKIE × YUMIKO プロジェクト
①ハオリーナ＆モンペッコ－和紙糸柳井縞×金子みすゞ

日本の着物は現在でいうところのサスティナブルな
衣類である。まずは、1 反の布を 7 回切って、8 つの
部分にするが、ほとんど端切れが出ない。着用者の体
型に合わせるために、織り込んだり縫い込んだりして
調整し、洗ったり、他の人に着せる時に、ほどいてま
た縫う作業を繰り返すことができる。

要するにきわめて調整可能な服である。洋服は人の
体に合すので、かなりの端切れが出ることと、もとの
1 枚に戻すことは至難の業である。

それ故に、なるべくサスティナブルに作るために、
モンペッコに組み合わせる上着は、作務衣のように直
線断ちの形態がよいのではと考えた。若い女性をター
ゲットにした場合に、興味をもたれるかと考えた。祭
りの時に甚平スタイルの服装を 10 代後半の女性が着
る姿を多くみかける。それ故に、作務衣スタイルでも
関心をもってもらえるのではないかと判断した。そこ
で上着に愛称をつけようと考え、羽織に近いことから
ハオリーナにした。

まず、1 反の生地を織る必要がある。そこで、平常
の柳井縞の綿の糸は経糸に使い、緯糸に和紙糸を作る
必要があった。そのために、福山市にある備後撚糸株
式会社を柳井縞の会の石田忠男会長と訪問し、糸作り
から依頼をした。

長門市で実施するので何らかの関わりを求めたが、
地元には服飾文化に関す産業がないために、別の角度
からストーリーを考える必要があった。そこで、長門
市を代表する童謡詩人金子みすゞの存在を思いつい
た。みすゞの肖像写真は数枚残されている。今回は縞

柄が重要な点である。そこで、よく使われているみすゞ
の肖像写真（写真 26）は白黒で色ははっきりわから
ないが、ユニークな縞柄の着物を着ていることはわか
る。

そこで、地色は藍色と決め、縞柄を白に決めた。さ
らに柳井縞とのデザインの統合で、石田のアイデアで
少し薄い青色の縞柄を間に差し挟んで、オリジナルな
反物が出来上がった。

非常に品があり、少し厚手の生地が織りあがってき
た。その時には普段の柳井縞よりもインパクトを感じ
させたのである。

実際のショー最後の作品として昭恵夫人がモデル
になって発表した（写真 27）が、よく似合っていた。
もちろん、糸から仕上げたハオリーナ＆モンペッコは
プロトタイプとして問題はないが、商品開発となると
非常に高価なものになるので、簡単に量産化すること
はできない。

　　写真 26　20 歳の金子みすゞ

地域の資源を活かしたオリジナルな服飾デザインを
地域の人々に着てもらいたいという目的を、どのよう
に現実化するかはいつも問題である。しかし、今回の
研究目的は商品化に繋げることである。

そのための研究がこれから始まる。

②ハオリーナ＆モンペッコ玖珂縮
柳井縞の復興とほぼ似た時期に、玖珂縮の復興活動
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が、地域の人々によって岩国西商工会玖珂支所を拠点
に行われた。復興のためのプロジェクトで、デザイナー
を招聘したために、本来は縞柄とは関係はないのだが、
デザイナーのアイデアで、縞柄の縮が織られた。

長年、反物は織られたまま何かに役立てることがな
かったので、これから再度、商品開発をしようと玖珂
縮の会が再度結成された。

そこで、筆者に受託研究として依頼がきた。最初の
話し合いで、玖珂支所の担当者が持参した反物を見て
驚いた。縮の生地にはあまり馴染みがなかったのだが、
独特の風合いと織デザインに魅了された。

ちょうど、油谷のファッションショーを準備してい
た時だったので、ハオリーナとモンペッコの作品に使
おうとすぐに計画を立て、ショーでは柳井縞とコンビ
で発表した（写真 28）。両者ともにハオリーナはゼミ
生の原田真衣が、モンペッコは匠山泊が制作した。

実際に、玖珂縮の反物は 1 人の織手が急ぎ織っても
2 か月はかかり、ゆっくりと暇にまかせて織った場合
には 6 か月もかかるという。人件費を考えたら異常に
高価なものになるのだ。

今回の受託研究のテーマは、商品開発ということで
ある。岩国西商工会玖珂支所での会議での話合いで、
まずはどの規模で復興させるか、プロトタイプができ
たら機械化をするのかどうか、商品の流通、販売など
について議論をした。

そこでのコンセンサスは見通しがつけば、機械化を
するという意向であった。まずは、きちっとブランディ
ングをして行こうということで、現段階ではすぐに何
を商品化するということは決まっていない。

しかし、徐々に現実性のあるものから具体化して行
こうという共通の話し合いができたことで、進んでい
けるのではないかと考える。

また、樫部正樹 NPO 法人にっぽん ing 協会理事長
が、日本の手織り産地を繋いで、手織りの素晴らしさ
を検証するプロジェクトを立ち上げようと、助成金を
申請中である。丹波篠山の丹波木綿、柳井縞そして玖
珂縮を繋いで、今後、産地の人々が繋がりながら日本
の伝統を大切に守りつつも、継続して行くための手法
を皆で考えて行こうとしている。

筆者もこのプロジェクトに関わっており、伝統を維
持していくことと発展させることの上に立ちはだかる

写真 27　ハオリーナ＆モンペッコ
　　　　  和紙柳井縞×金子みすゞ

写真 28　ハオリーナ＆モンペッコ　玖珂縮
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大きな壁をどのように乗り越えていくかという挑戦に
ついて、地域の人々と考えて実行して行きたいと考え
る（写真 28）。

まとめ
今回は商品開発を視野に入れて、1 次産業から 6 次

産業までの幅のある現代の農業スタイルを考え、作品
を制作した。その中でもモンペッコについては山口縁
の海外の国に特色がある生地を用いて商品を開発し
た。サイズは M と L で、男女共用で制作した。

ファッションショーではそれらが男女共用でも大丈
夫であったので、日本に入って来た当初のジーンズの
ように、ユニセックスとして位置づけることが可能で
ある。

主に、地域資源を活かして制作したハオリーナ＆モ
ンペッコのアンサンブルで、柳井縞と玖珂縮を用いた。
特に長年振興に関わっている柳井縞はまったくオリジ
ナルの布の糸から企画して制作した。和紙糸を織り込
んでいることもあり、少し厚手の布になった。しかし、
ハオリーナはジャケット的に着るアイテムであるため
に、その厚さ風合いは適当であった。

しかし、手染、手織を特徴とする柳井縞は非常に高
級であり、商品開発としては量産を視野に入れるので
はなく、注文生産としてアピールしていけることを考
えている。

今回はまずは山口発の農作業スタイルコレクション
を発信することが目的だったので、地域資源を用いて
やや高級で、6 次産業としての農業に関わるシーンや
おしゃれ着を中心に商品化した。

今後の課題は、1 次産業から 6 次産業までの幅で用
いられる比較的適切な値段の商品開発を考えて行きた
いと考える。そして、一定の量産化をして、販売まで
の流れをプランニングできるような道筋をデザインと
同時進行に実施しようと考えている。

最後に本研究に共同研究者として参加された安倍昭
恵内閣総理大臣夫人をはじめ、山口県立大学の江里健
輔学長・理事長、大西倉雄長門市長、室井照平会津若
松市長さらにラポールゆやのスタッフや関係各位のみ
なさんに多大なるサポートをして頂きました。この場
をお借りして心からお礼申し上げます。また山口県内
における農作業着の資料収集に関して山口県農林水産
部農政水産政策課吉武和子氏および関係者に指導を受
けた。
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11　 高橋春子 , 後藤信子編著 『衣の民俗叢書 労働着 2 
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13　 ふくしま教育情報データベース
　　 http://is2.sss.fukushima-u.ac.jp/fks-db/pic/20046.

001/20046.001.00017.html　2013 年 7 月 13 日取得
14　 林ことみ監修「はたらきものの作業服　会津のサ

ルッパカマを作りませんか」『暮らしの手帖』23 
夏 暮らしの手帖社、2006 年、67 ページ。

15　 「みかんの摘果作業衣の形態及び地質に関する実
験」『生活改善専門技術資料専技資料』No.22 山
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モンペとサルッパカマをリデザインした農作業着の服飾デザイン－「農業スタイルコレクション 2013 in 長門油谷 with 会津若松」を事例として－



●作品担当者リスト
・モンペッコ・グローバル　デザイン・素材プロデュー
ス：水谷由美子　パターン：中濱結香・中村正代（山
口県立大学国際文化学部文化創造学科 3 年）　プロダ
クト：匠山泊
　
・モンペッコ＆ハオリーナ　柳井縞＆玖珂縮　企画・
デザイン：水谷由美子　柳井縞織：石田忠男（柳井縞
の会会長）　玖珂縮（岩国西商工会玖珂支所　玖珂縮
を復興する会メンバー）　プロダクト：ハオリーナ　
原田真衣（山口県立大学国際文化学部文化創造学科 4
年）　モンペッコ：匠山泊

・Nora Quilting　デザイン・制作：武永佳奈（山口県
立大学大学院国際文化学研究科 2 年）

・シャレかわ NouBou　デザイン・制作：水津初美（山
口県立大学大学院国際文化学研究科 2 年）

●写真リスト
写真１　 昭恵夫人　オーバーオール農作業着　
　　　　撮影：SEVEN CREATIVES
写真２　 昭恵夫人　トラクターで作業中　
　　　　撮影：SEVEN CREATIVES
写真３　 昭和 30 年代のサルッパカマ　撮影：水谷由

美子　2013 年 6 月 21 日
写真 4　 工場山田織元　撮影：水谷由美子　2013 年 6

月 22 日
写真５　 大陸へ！もんぺの花嫁 20 組記事ページ　『朝

日グラフ』1938 年 11 月 9 日（通常号 783 号）、
22 ページより転載

写真６　 モンペッコプロトタイプ　撮影：水谷由美子
　2013 年 6 月 13 日

写真７　 日本農業新聞に掲載のモンペッコパターン　
「日本農業新聞」2013 年 6 月 20 日、12 ペー
ジより転載

写真８　 グローバル・モンペッコ　ガーナ　撮影：志
賀敏彦　2013 年 10 月 13 日

写真９　 グローバル・モンペッコ　モード　撮影：志
賀敏彦　2013 年 10 月 13 日

写真10　 グローバル・モンペッコ　ハワイ　撮影：志
賀敏彦　2013 年 10 月 13 日

写真11　 グローバル・モンペッコ　会津木綿　撮影：
志賀敏彦　2013 年 10 月 13 日

写真12　 メッセージ T シャツ　撮影：志賀敏彦　

2013 年 10 月 13 日
写真13　 油谷棚田　撮影：水谷由美子 2013 年 5 月 25

日
写真14　 シャレかわ NouBou Ⅰ　農帽　撮影：水津初

美　2013 年 10 月 24 日
写真15　 シャレかわ NouBou Ⅰ　お出かけ帽　撮影：

水津初美　2013 年 10 月 24 日
写真16　 シャレかわ NouBou Ⅱ　軽作業農帽　撮影：

水津初美　2013 年 10 月 24 日
写真17　 シャレかわ NouBou Ⅱ　紫外線防止仕様　農

帽　撮影：水津初美　2013 年 10 月 24 日
写真18　 シャレかわ NouBou Ⅲ　前　撮影：水津初美

　2013 年 10 月 24 日
写真19　 シャレかわ NouBou Ⅲ　後　撮影：水津初美

　2013 年 10 月 24 日
写真20　 シャレかわ NouBou Ⅳ　装着前　撮影：水津

初美　2013 年 10 月 24 日
写真21　 シャレかわ NouBou Ⅳ　装着後　撮影：水津

初美　2013 年 10 月 24 日
写真22　 基本のサルッパカマの形と部位　撮影：武永

佳奈　2013 年 12 月 15 日
写真23　 Nora Quilting 山口モンペタイプ　撮影：志

賀敏彦　2013 年 10 月 13 日
写真24　 Nora Quilting　サルッパカマタイプ　撮影：

志賀敏彦　2013 年 10 月 13 日
写真25　 Nora Quilting　サルッパカマ膝当て強化タ

イプ 撮影：志賀敏彦 2013 年 10 月 13 日
写真26　 20 歳の金子みすず（大正 12 年 5 月撮影　

写真提供：金子みすゞ著作保存会）　「や
ま ぐ ち 探 訪 」http://www.buchi-umai.jp/
yamaguchi/yamaguchi05.html から転載

写真27　 ハオリーナ＆モンペッコ 和紙柳井縞×金子
みすゞ 撮影：志賀敏彦 2013 年 10 月 13 日

写真28　 ハオリーナ＆モンペッコ　玖珂縮　撮影：志
賀敏彦　2013 年 10 月 13 日
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参考資料　「農業スタイルコレクション 2013 in 長門油谷 with 会津若松」のプログラム（広告ページを除く）
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